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はじめに 

 

堺市長は、地方独立行政法人法第 28条第 1項第 3号の規定に基づき、地方独立行政法人堺市

立病院機構の令和 2年 4月 1日から令和 6年 3月 31日までの中期目標期間における業務実績の

全体について総合的に評価を実施した。 

評価に際しては、堺市地方独立行政法人堺市立病院機構評価委員会条例第 2条第 2号の規定に

基づき、堺市地方独立行政法人堺市立病院機構評価委員会の意見を踏まえ、平成 30年 4月 1日

に決定した「地方独立行政法人堺市立病院機構 業務実績評価等の基本方針」及び「地方独立行

政法人堺市立病院機構 中期目標評価等実施要領」に基づき評価を行った。 

 

 

 

 

堺市地方独立行政法人堺市立病院機構評価委員会  委員名簿 
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第 1項 全体評価 

 

1．評価結果及び判断理由 

地方独立行政法人堺市立病院機構における中期目標期間（令和 2年度から令和 5年度）の全体評

価の結果は、 『全体として中期目標を十分に達成した』 である。 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目別評価の結果一覧 

大項目 

年度評価結果 中期目標

期間見込

評価結果 

中期目標

期間評価

結果 

R2 
評価 

R3 
評価 

R4 
評価 

R5 
評価 

第 1 市民に対して提供するサービ

スその他の業務の質の向上に

関する事項 

A A A A A A 

第 2 業務運営の改善及び効率化に

関する事項 
A A A A A A 

第 3 財務内容の改善に関する事項 A A A A A A 

第 4 その他業務運営に関する重要

事項 
A A A A A A 

 第 3 期中期目標は、令和 2 年度から令和 5 年度までの 4 か年度を期間とし、この期間における

業務実績に関する大項目評価については、4ページ以降に示すように第 1から第 4までの 4つの大

項目について、すべて「評価 A（目標を達成した）」と判断した。 

 当該期間は、新型コロナウイルス感染症が確認され、流行を繰り返した未曾有の状況下の中、

堺市二次医療圏唯一の感染症指定医療機関として、行政と連携しながら、予防、検査、治療、相

談等多岐にわたり対応を行ってきたことを考慮し、評価を行った。 

特に、 

 ①堺市内唯一の救命救急センターとして、新型コロナウイルス感染症重症患者の多くを受け入

れ、トリアージ病院の役割を担うなど、患者への影響を最小限に抑えながら、救急医療の提供に

最善を尽くし、地域の救急医療体制の確保、充実に貢献したこと 

 ②地域がん診療連携拠点病院として、集学的治療の実施等、関係診療科と連携しながら質の高

いがん医療の提供を行ったことや、がん患者支援体制を積極的に推進したこと 

 ③新型コロナウイルスの影響がある中、目標指標の実績を順調に推移させたことや、診療材料

経費等の経費削減及び収入確保への取組により、経常収支比率を高い水準で目標を達成したこと 

などから、中期目標期間の業務実績に関する評価は、「全体として中期目標を十分に達成した」と

した。 

地方独立行政法人堺市立病院機構中期目標期間の業務実績に関する評価結果 
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2．全体評価にあたって考慮した内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 期中期目標期間は、新型コロナウイルス感染症が確認され、繰り返す感染拡大や変異株の

発生の対応に追われるなど、非常に厳しい状況下での病院運営であった。そのような中、堺市二

次医療圏唯一の感染症指定医療機関として、積極的に行政と連携し、公立病院としての使命を果

たし、地域の中核病院として質の高い医療を提供してきた。 

特に、救急医療については、増加する新型コロナウイルス感染症の重症患者受入れのため、令

和 3 年度に救急患者の受入れを一時的に制限したが、新型コロナウイルス感染症に対応しながら

も、救急搬送を最大限受け入れ、救急医療の提供に最善を尽くした。令和 5 年度には、救急搬送

受入件数が過去最多の 10,090 件となり、堺市唯一の救命救急センターとして、救急医療の質と安

全を確保した。その他、地域医療機関との救急患者受入れの輪番体制構築や救急告示病院連絡会

で中心的な役割を果たすなど、地域の救急医療体制の充実に貢献した。 

新型コロナウイルス感染症への対応については、堺市二次医療圏における新型コロナウイルス

感染症患者等に対応する中心的な医療機関として、院内体制の整備や強化を行い、重症患者の多

くを受け入れた。また、感染症指定医療機関として、発熱外来や地域外来検査センターの開設、

医療従事者の派遣等による地域医療に対する支援、地域住民及び医療施設を対象とした感染対策

の啓発等、治療と予防の両面から新型コロナウイルス感染症に対処した。令和 4 年度には、大阪

府からの出勤要請に応じ、大阪コロナ重症センターへ医師 15名（日勤延べ 50回、夜勤延べ 95回）

を派遣する支援活動を行った。改正感染症法及び医療法の令和 6 年 4 月施行を踏まえた大阪府医

療計画の策定前から、また、新型コロナウイルス感染症の第 5 類感染症移行後も、今後起こりう

る新興感染症等の発生及びまん延時に対応できるよう体制の維持、更新に努めている。災害拠点

病院としても地域で連携した災害対策を継続して取り組むだけでなく、令和 6 年能登半島地震に

おいて DMAT を計 2 隊、大阪府医師会からの要請により JMAT として 3 名を派遣し、避難所入所者

の健康管理などに従事した。 

 がんへの対応については、地域がん診療連携拠点病院として、術前、術後の補助療法を組み合

わせた集学的治療の充実や、強度変調放射線治療（IMRT）や定位放射線治療による高精度放射線

治療、画像下治療（IVR）の多様な活用等、関係診療科と連携しながら質の高いがん医療を提供し、

医療の質向上を進めた。令和 5 年度には、手術件数等の目標指標の実績が全て令和 2 年度の実績

を超えている。また、がんゲノム医療の推進、浸透に寄与する取組を実施し、遺伝子パネル検査

数・遺伝カウンセリング数を増加させた。その他、積極的ながん患者支援体制の推進により、が

ん相談件数、転院相談及び在宅・ホスピスに関する相談件数も大幅に増加した。 

 健康寿命の延伸に向けた予防医療の推進については、関連指標であるがん検診受診者数と特定

健診受診者数が大幅に増加し、令和 5 年度の受診者数は過去最多となった。また、地域住民のフ

レイル予防活動や、生活習慣病予防事業として実施する大学・企業との協働による介入研究など、

ロコモ・フレイル予防への市民の関心を高める取組を積極的に行った。 

経営状況については、新型コロナウイルス感染症の影響下においても、目標指標である患者数、

手術件数等を着実に増加させた。また、診療材料費の価格交渉による物価高騰への対応や現行価

格の維持に努め、後発医薬品への切替えを推進し、経費削減を実現した。その他、加算算定率向

上活動・運用調整を行った診療報酬請求や新型コロナウイルス感染症患者の受入れ病床確保補助

金など収入の確保に努めた。これらの取組により、経常収支比率を高い水準で目標を達成した。 
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第 2項 項目別評価 

（Ⅰ）大項目評価 

第 1 市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 

 

ⅰ）評価結果 A 中期目標を達成した                      

 

 

 

 

 

 

ⅱ）判断理由及び考慮した事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅲ）小項目評価の集計結果 

 

小項目評価 重点ウ

エイト

小項目 

    

R2 
評価 

R3 
評価 

R4 
評価 

R5 
評価 

1 

市立病院と
して担うべ
き医療 

（1）救命救急センターを含む救

急医療 
5 5 4 4 ◎ 

（2）小児医療 4 4 4 4  

（3）周産期医療 4 3 3 3  

（4）災害・感染症・その他緊急

時の医療 
5 5 5 5  

2 

生活習慣病
への対応 

（1）がんへの対応 4 4 4 4 ◎ 

（2）高度・専門医療の包括的提 

供 
3 4 3 3  

（3）健康寿命の延伸に向けた予

防医療の推進 
3 4 5 5  

 

評価結果 

S A B C D 

中期目標を
大幅に上回
る 

 

中期目標を
達成した 
 

中期目標を
おおむね達
成した 

中期目標を
十分達成で
きていない 

中期目標を
大幅に下回
っている 

令和 2年度から令和 5年度までのすべての年度において大項目評価が、「年度計画を達成し、中

期計画の実現に向けて計画どおり進んでいる」という結果であった。 

小項目評価においては、重点ウエイト小項目である 1－（1）救命救急センターを含む救急医療

については、令和 2 年度から令和 3 年度までの年度において「年度計画を大幅に上回って実施し

ている」、2－（1）がんへの対応については、令和 2年度から平成 5年度までの年度において「年

度計画を上回って実施している」という評価であった。また、1－（4）災害・感染症・その他緊

急時の医療については、令和 2 年度から令和 5 年度までのすべての年度において「年度計画を大

幅に上回って実施している」という評価であり、いずれの項目も年度計画を順調に実施していた。 

これらのことにより第 3期中期目標期間の評価結果は、「中期目標を達成した」とする。 
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 小項目評価 重点ウ

エイト

小項目 
R2 
評価 

R3 
評価 

R4 
評価 

R5 
評価 

3 
患者に寄り
添った信頼
される医療
の提供 

（1）医療安全対策・感染対策の

徹底 
4 4 4 4  

（2）医療の質の向上 4 3 4 4  

（3）患者の視点に立った医療・

サービスの提供 
4 4 4 4  

4 
地域への貢
献 

（1）地域の医療機関との連携推    

進 
4 4 4 4  

（2）医療従事者の育成 3 4 4 4  

（3）健康を支える環境整備に向

けた行政全般等との連携と

協力 

4 4 4 4  

大項目評価 A A A A  
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第 2 業務運営の改善及び効率化に関する事項 

 

ⅰ）評価結果 A 中期目標を達成した                      

 

 

 

 

 

 

ⅱ）判断理由及び考慮した事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅲ）小項目評価の集計結果 

 

 

  

評価結果 

S A B C D 

中期目標を
大幅に上回
る 

中期目標を
達成した 
 

中期目標を
おおむね達
成した 

中期目標を
十分達成で
きていない 

中期目標を
大幅に下回
っている 

 

小項目評価 重点ウ

エイト

小項目 

    

R2 
評価 

R3 
評価 

R4 
評価 

R5 
評価 

1 

効率的・効
果的な業
務運営 

（1）自律性・機動性・透明性の

高い組織づくり 
4 4 4 4  

（2）法令・行動規範の遵守（コ

ンプライアンス） 
4 4 4 3  

（3）やりがいを感じ働くことが

できる職場環境の整備 
4 4 3 3  

（4）働きやすい病院づくり 4 4 4 4  

大項目評価 A A A A  

令和 2年度から令和 5 年度までの年度において大項目評価が、「年度計画を達成し、中期計画の

実現に向けて計画どおり進んでいる」という評価結果であった。 

令和 2 年度から令和 5 年度までのすべての年度において「年度計画を上回って実施している」

という判断した小項目は、1－（1）自律性・機動性・透明性の高い組織づくり、1－（4）働きや

すい病院づくりの項目である。1－（2）法令・行動規範の遵守（コンプライアンス）については、

令和 2 年度から令和 4 年度までの年度において「年度計画を上回って実施している」という評価

であり、いずれの項目も年度計画を順調に実施していた。 

これらのことにより第 3期中期目標期間の評価結果は、「中期目標を達成した」とする。 
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第 3 財務内容の改善に関する事項 

 

ⅰ）評価結果 A 中期目標を達成した                      

 

 

 

 

 

 

ⅱ）判断理由及び考慮した事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅲ）小項目評価の集計結果 

 

小項目評価 重点ウ

エイト

小項目 

    

R2 
評価 

R3 
評価 

R4 
評価 

R5 
評価 

1 安定的な経営の維持 5 5 5 5 ◎ 

大項目評価 A A A A  

  

評価結果 

S A B C D 

中期目標を
大幅に上回
る 

 

中期目標を
達成した 
 

中期目標を
おおむね達
成した 

中期目標を
十分達成で
きていない 

中期目標を
大幅に下回
っている 

令和 2 年度から令和 5 年度までのすべての年度において大項目評価が、「年度計画を達成し、中

期計画の実現に向けて計画どおり進んでいる」という結果であった。 

重点ウエイト小項目である 1安定的な経営の維持については、令和 2年度から令和 5年度までの

すべての年度において、「年度計画を大幅に上回って実施している」という結果であり、年度計画

を大幅に上回って実施していた。 

ただし、経常収支比率の目標指標を上回る要因は、新型コロナウイルス感染症患者の受入れ病床

確保等による補助金収入によるものであることを考慮し、第 3 期中期目標期間の評価結果は、「中

期目標を達成した」とする。 
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第 4 その他業務運営に関する重要事項 

 

ⅰ）評価結果 A 中期目標を達成した                       
 

 

 

 

 

 

ⅱ）判断理由及び考慮した事項 

 

 

 

 

 

ⅲ）小項目評価の集計結果 

 小項目評価 重点ウ

エイト

小項目 
 

    

R2 
評価 

R3 
評価 

R4 
評価 

R5 
評価 

1 環境にやさしい病院運営 4 3 3 3  

大項目評価 A A A A  

 

評価結果 

S A B C D 

中期目標を
大幅に上回
る 

 

中期目標を
達成した 
 

中期目標を
おおむね達
成した 

中期目標を
十分達成で
きていない 

中期目標を
大幅に下回
っている 

令和 2年度から令和 5 年度までのすべての年度において大項目評価が、「年度計画を達成し、中

期計画の実現に向けて計画どおり進んでいる」という結果であった。 

このことにより第 3期中期目標期間の評価結果は、「中期目標を達成した」とする。 


